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緒
言

『
脈
經
」
は
、
二
八
○
年
ご
ろ
編
纂
さ
れ
た
脈
診
記
載
を
中
心

と
す
る
医
書
で
あ
る
。
巻
第
一
冒
頭
の
二
十
四
脈
状
が
有
名
で

あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
全
巻
に
わ
た
り
脈
状
の
記
載

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
様
々
な
医
書
か
ら
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、

内
容
は
雑
多
で
あ
る
。
従
っ
て
二
十
四
脈
状
か
ら
切
り
離
し
て

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
試
論
と
し
て
、
「
脈
経
」
中

の
脈
状
に
お
け
る
相
関
関
係
を
浮
沈
遅
数
を
中
心
に
検
討
し
た

い
と
思
う
。

浮
脈
に
関
連
す
る
脈
状

浮
脈
と
多
く
見
え
る
脈
状
は
、
大
脈
、
滴
脈
、
緊
脈
、
菰
脈

で
あ
る
。

（
１
）
大
脈
が
浮
大
と
し
て
最
も
多
く
見
え
る
脈
状
で
あ
る
。

大
脈
は
二
十
四
脈
状
に
は
含
ま
れ
な
い
。
浮
大
に
は
浮
洪

38

「
脈
経
」
中
に
見
え
る
脈
状
の
相
関
関
係

中
川
俊
之

日
本
鍼
灸
研
究
会

大
（
実
）
と
浮
虚
大
（
虚
）
の
二
系
統
が
有
る
。
浮
洪
大

は
浮
大
と
通
用
し
、
浮
洪
大
、
洪
大
、
浮
実
大
は
脈
證
か

ら
ほ
ぼ
同
じ
脈
状
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
浮
虚
大
、
浮
虚
、

浮
弱
も
同
じ
脈
状
で
あ
る
。
浮
洪
大
は
傷
寒
に
よ
る
発
熱

等
を
表
し
、
浮
虚
大
は
、
下
痢
、
発
汗
後
の
津
液
の
損
耗

に
よ
る
発
熱
を
表
す
。

（
２
）
滴
脈
は
浮
清
と
し
て
、
「
五
蔵
無
精
」
を
表
し
、
浮
微

と
通
用
す
る
。
ま
た
、
浮
浩
は
浮
虚
渋
（
滴
）
と
な
る
例

が
有
り
、
浮
滴
と
浮
虚
は
近
し
い
脈
状
で
あ
る
。

（
３
）
緊
脈
は
浮
緊
と
し
て
、
主
に
傷
寒
を
表
す
脈
と
し
て

見
え
る
。

（
４
）
乳
脈
そ
の
も
の
が
浮
脈
に
含
ま
れ
る
為
、
浮
礼
Ⅱ
孔

脈
で
あ
る
。

沈
脈
に
関
連
す
る
脈
状

沈
脈
と
多
く
見
え
る
脈
状
は
、
細
脈
、
緊
脈
、
伏
脈
で
あ
る
．

（
１
）
細
脈
は
沈
細
と
し
て
最
も
多
く
見
え
る
。
沈
細
は
沈

小
と
通
用
す
る
。
浮
大
と
相
対
で
あ
る
。
沈
微
、
沈
浩
は

沈
細
の
系
統
で
あ
り
、
表
す
病
證
は
近
し
い
。

（
２
）
緊
脈
は
、
沈
緊
と
し
て
、
「
心
下
痛
」
等
を
表
す
。
ま
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（
３
）
伏
そ
の
も
の
が

る
。

数
脈
に
関
連
す
る
脈
状

数
脈
と
多
く
見
え
る
脈
状
は
、
滑
脈
、
促
脈
、
代
脈
で
あ
る
。

（
１
）
滑
脈
は
、
滑
数
と
し
て
見
え
る
例
が
多
い

（
２
）
促
脈
、
代
脈
は
二
十
四
脈
状
条
文
中
で
数
脈
の
規
定

が
有
る
。
ど
ち
ら
も
傷
寒
に
対
す
る
誤
治
を
示
す
脈
状
で
、

沈
脈
に
関
連
す
る
脈
状

遅
脈
と
多
く
見
え
る
脈
状
は
、
緩
脈
、
結
脈
で
あ
る
。

（
１
）
緩
脈
は
、
二
十
四
脈
状
で
遅
脈
よ
り
や
や
速
い
脈
状

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
脈
経
」
中
の
緩
脈
は
、
急
と
相

対
で
あ
り
、
脈
の
往
来
が
緩
や
か
な
脈
状
を
表
す
。
数
、

疾
と
相
対
し
、
往
来
の
速
度
を
表
す
遅
脈
と
は
意
味
が
異

な
る
。
た
だ
、
緩
遅
Ⅱ
往
来
が
遅
く
緩
や
か
な
脈
状
と
し

（
３
）
数
脈
は
主
に
熱
を
表
す
脈
状
で
あ
る
為
、
浮
大
、
浮

実
等
と
多
く
見
え
る
。

た
、
同
じ
く
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
脈
状
で
あ
る
沈
弦
は

「
懸
飲
内
痛
」
等
を
表
す
。

Ｊ
）
伏
そ
の
も
の
が
沈
脈
に
属
す
る
。
沈
伏
Ⅱ
伏
脈
で
あ

が
有
る
。
ど
ち
ら
も
傷
寒
Ｆ

予
後
不
良
の
脈
状
で
あ
る
。

て
見
え
る
例
は
多
い
。

（
２
）
結
脈
は
予
後
不
良
の
脈
で
あ
る
。

（
３
）
遅
脈
は
数
脈
に
属
す
る
脈
状
以
外
全
て
と
見
え
る
が
、

寒
を
表
す
性
格
上
、
沈
脈
、
弦
脈
、
緊
脈
と
多
く
見
え
る
。


